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本論文は、全 9 章で構成され、理論研究（第 1 章、第 2 章及び第 3 章）及び実証研究（第 5 章、第


































































































論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
 
本論文は、我が国における中小企業の事業承継について、何代にもわたって事業承継を繰り返し
てきた老舗中小企業を中心にして、経営学の視点からそのメカニズムと課題を実証的に論じたもので
あり、第1章から第4章までの理論研究と第5章と第6章の実証研究そして第7章と終章の考察と結論で
構成されている。 
 第1章から第4章までは、我が国の中小企業の事業承継に関する法制度と国内外の先行研究のレビ
ューがなされ、M.ウェーバーとC.I.バーナードの支配と権威の議論をベースにした理論的な分析フレ
ームワークが提示される。 
第5章では、老舗中小企業9社に対する事前アンケートと半構造的インタビュー調査によって事業承
継メカニズムの概念的モデルが提示される。さらに第6章では、2社の老舗中小企業の先代経営者と
後継者の二者からの詳細なインタビュー調査から、事業承継プロセスにおけるコミュニケーションを中
心とした先代経営者と後継者の関係性を明らかにした。 
 第7章と終章では、総合的な考察と結論が述べられている。オーナーシップ（法的所有）とファミリー
（同族社会関係）およびビジネス（経済合理性）という3つの要素が複雑に関係する中で、先代経営者
が公式的もしくは非公式的に後継者（多くの場合は子息）を指名し、長い期間をかけて彼らのリーダー
シップ開発に関して適切に関与してくことが肝要であることが提起される。 
以上の研究は、我が国の老舗中小企業の事業承継という問題について、複雑なステークホルダー
との関係を考慮しながら、先代経営者と後継者とのコミュニケーションを中心とするリーダーシップとい
う権威の承継という視点から、そのプロセスと実態を初めて明らかにした点において学術研究としての
価値も高く評価されるものである。したがって、博士（経営学）の学位請求論文としての審査は合格で
ある。 
